























25.5ヶ月。結果は， 1q (62%), 5 q (62%), 16 p 
(65%)' 19 p (77%）にコピー数の増幅， 3p (31 %) ' 
21 p (35%）にコピー数の欠失を認めた。 JI期で後発
頚部リンパ節転移を 7例認め，リンパ節転移杭例は，
そうでない症例に比べ 3qのコピー数の増幅が有意に





































（全肝に対する割合）は 1472ml, 708 ml (48%), 414 
ml (28%), 350 ml (24%）であった。 Cantlie面で
分割された MHVの右葉側・左葉側還流区域は 306ml 
(21 %）と 108ml ( 7 %）であった。中肝静脈面で分
割した MHVの右葉側・左葉側還流区域は 198ml 
(13%）と 216ml (15%）であった。その差分の平均
値は， 108ml ( 7 %）であった。多くは Cantlie面が
中肝静脈面の左側に位置していた。
9. Cardioprotective role of AT2 receptor in postinfarc-
tion left ventricular remodeling 
（アンジオテンシン Hタイプ2受容体は心筋梗塞後
の左室リモデリンク‘において心保護的に作用する）
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心筋梗塞（MI)後の心不全の進展にはアンジオテン
シン I(Angll)タイプl受容体（ATlR）を介する作
用が大きな役割を演じている。一方心臓にはタイプ2
受容体（AT2R）も存在することが知られるが，その
役割は明らかでない。今回我々は AT2R欠損マウス
(AgtrZ-）を用いて MI後の心不全における AT2Rの役
